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   One hundred and six patients with renal cell carcinoma were treated with radical 
nephrectomy at our Department between 1970 to December, 1985. A retrospective analysis 
was performed with TNM staging system of The General Rule for Clinical and Patho-
logical Studies on Renal Cell Carcinoma, which was established by the Japanese Urological 
Association in 1983. The 5-year survival rate according to pathological T-stage was 100% 
for 2 patients in pTl, 67.5% for 58 patients in pT2, 49.5% for 42 patients in pT3, 0% for 
4 patients in pT4. 
   Two patients in stage of pTl had no venous involvement, lymph node metastasis, or 
distant metastasis. Twenty two patients had positive venous involvement (21%), 4 (7%) in 
stage of pT2, 16 (38%) in pT3, 2 (50%) in pT4. Twelve patients had positive lymph nodes (11 
%), 0 (0%) in stage of pT2, 10 (24%) in pT3, 2 (50%) in pT4. Twenty five patients. (24%) 
had distant metastasis at the time of nephrectomy, 8 (14%) in stage of pT2, 15 (38%) in 
pT3, 2 (50%) in pT4. The 5-year survival of 22 patients with venous involvement, 12 
patients with lymph nodes metastasis, 25 patients with distant metastasis were 47%, 30 %, 
39% respectively. 
   No significant difference of 5-year survival between 69% of 48 patients in Ti & 
2VoNoMo (Robson-I) and 76% of 12 patients in T3VoNoMo (Robson-II) were considered 
to need the establishment of new classification for early stage of renal cell carcinoma. 
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Fig.1.　Survival　according　to pathological　T






　 原発 腫 瘍 の進 展 度 と実 測 生存 率 の 関 係 は,Tl,2
例,実 測5年 生 存 率,100%,T2,58例,実 測5年 生
存 率,67.5%,実測10年生存 率,67.5%,T3,42例,
実 測5年 生 存 率,49.5%,実 測10年生 存 率,33傷 で,
T4,4例 は2年 以 内に 全 例 が 死亡 した.106例,全 症
例 の,実 測5年 生存 率,実 測10年 生存 率 は,各 々,
61.　5%o,46.1%であ った.
　 3,静 脈 浸 潤 と原 発 腫瘍 の進 展 度,リ ンパ節 転 移,
遠 隔転 移 の関 係 お よび 予 後(Table　2,　Fig.2)
　 静 脈 浸1閏は106例中22例(21%)に 認 め た.22例 中,
V1は8例,　 V21#　14例で あ った.原 発 腫 瘍 の 進 展 度
の 関係 では,T1で 認 めず,　T2で58例 中4例(7%)
に 認め,4例 中V1は13例,　 V2は1例 で あ った.
T3,42例で は,16例(38%)に 認 め,　V1,5例,　V2,
1]例で あ った.T4で は4例 中2例 に認 め,い ず れ も
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Table　2,　Relationship　between　venous　involve・



























　 　 　 　 nous　involvement(V),　lymph　node　me-
　 　 　 　 tastasis(N),　distant　metastasis(M)and
　 　 　 　 of　patients　with　pathological　T1&T2-
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Table　3.　Relat量onship　betwcen　lymph　node　me-
　 　 　 　 　 tastasis(N)and　venous　involvement













　 リンパ節転移 と静脈浸潤,遠 隔転移の関係では,リ
ソパ節転移を認めた12例中,静 脈浸潤,遠 隔転移を認







　 5,遠隔転移 と原発腫瘍の進展度,静 脈浸潤,リ ン
パ節転移の関係および予後(Table　4,　Fig.2)
Table　4.　R.elationship　between　distant　metastasis
　 　 　 　 　 (M)and　 venous　involvement(V),

























Total　106　　25(24)　15 3 6 1
1






























































隔転 移+リ ンパ 節 転移,6例,遠 隔転 移+静 脈 浸 潤+
リンパ節 転 移,1例 で あ った.
　 遠 隔転 移 と予 後 の 関 係 は,遠 隔 転移 を 認 め な か った
81例の実 測5年,10年 生存 率 が 各 々,65・1%,43・4%
に 対 し,遠 隔 転 移 を 認め た25例 は,各 々,39.1%,
39.1%であ った.
　 腎摘 除 術 時 に 遠 隔 転移 を認 め た25例中,3年 以 上 の
長 期 生存 例 は,5例 で あ った(Table　5).5例は,全
例 が 男性 で,年 齢 は46歳か ら61歳,平 均53歳,腎 摘 除
術 時 の 原発 腫 瘍 の 進 展度 は,T2,4例,　T3,1例 で,
静脈 浸 潤,リ ンパ 節 転移 を認 め た 症 例 は なか った.転
移 は いず れ も孤 立 性 転 移 で,部 位 は4例 が骨 転 移,1
例 が 大腿 部 皮 下 転移 で あ った.転 移 部位 に 対 す る治療
は,大 腿 部 皮 下 転移,右 肩 甲骨 転移,左 腸 骨 転 移 の 各
1例 に切 除 術 を 施 行,腰 椎 転 移 の2例 は放 射 線 療 法 を
施 行 した.予 後 は,症 例5が 多 発 性 骨転 移 のた め 現 在
入 院 中 で あ るが,他 の ・1例は,再 発,転 移 の兆 候 な く
生存 して い る.
　 6.Robsonの分 類 に よ る進 展 度 と予 後(Fig.3)
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Survival　according　to　Robson's
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討 した.以 下,分 析した事項につき考察を加えたい.
　 1)原発腫瘍の進展度について
　腎癌取 り扱い規約3)にお いては,原 発腫瘍の進展
度を,T1=腎 の腫大を伴わない小さな腫瘍,腫 瘍が
腎実質で囲まれている.T2:腎の変形,ま たは,種











る.しか し,里 見ら3)が述ぺてい るごとく,腎 細胞
癌では腎被膜近 くの周囲脂肪組織は殆 ど消失してお


































































も郭清術の効果がある としてい る.ま た,増 田ら8)
は,腎癌取 り扱い規約による所属 リンパ節を完全郭清



























































は比較的早期であり,転 移様式は,い ずれ も孤立性













を考慮 し,初期,中 期,後期の3期 に分け検討すぺき
であるとする,里見ら16)の提案は検討すぺきであると
考えられる.
　以上,腎 癌取 り扱い規約 に よる進展度分類をもと
に,当科で根治的腎摘除術 を施行 した 腎細胞癌症例



























　 3.根治的腎摘除術時 に,静 脈浸潤,リ ンパ節転
移,遠 隔転移を有した症例は,各 々,22例,12例,25











　 6.腎癌取 り扱い規約による進展度分類法は,原 発




　本論文 の要 旨は,第24回日本癌治療学会総会 において報告
した.本 研究 の一部 は,厚 生省が ん研究助成金(61-37)の






2)日 本 泌 尿 器 科 学 会,日 本 病 理 学 会,日 本 医 学 放 射
　 線 学 会 編:泌 尿 器 科,病 理,放 射 線 科,腎 癌 取 り
　 扱 い 規 約,第1版,金 原 出 版,東 京,1983
3)里 見 佳 昭 ・高 井 修 道 ・近 藤 猪 一 郎 ・岩 崎 孝 史 ・吉
　 邑 貞 夫 ・福 島 修 司 ・古 畑 哲 彦 ・石 塚 栄 一=腎 細 胞



















　 　 nal　cell　carcinoma.　Urol　Clin　N　 Amer　7:
　 　 705～709,　1980
8)増 田 富 士 男 ・大 西 哲 郎 ・仲 田 浄 治 郎 ・鈴 木 正 泰 ・
　 　 森 　 義 人 ・飯 塚 典 男 ・町 田 豊 平=腎 細 胞 癌 に お け
　 　 る リ ン パ 節 郭 清.泌 尿 紀 要31=595～600,1985
9)Chatelain　C:Should　 lymphadenectomy　by







　 　 Rw　 and　cerny　JG:Aggressive　verus　con-
　 　 servative　management　of　Stage　IV　 renal






　 　 Banowsky　LHW,　 Hewitt　CB　and　Montague
　 　 DK:The　 ro!c　of　adjunctive　nephrectomy
　 　 in　patients　with　mctastatic　renal　cell　carci-
　 　 noma.　J　Urol　117:272～275,1977
14)Dekernion　JB,　Ramming　 KP　 and　 Smith




　 　 factors　in　metastatic　r nal　carcinoma.　JUrol
　 　 136;　376～379,　1986
16)里 見 佳 昭 ・近 藤 猪 一 郎 ・高 井 修 道 。吉 邑 貞 夫 ・岡
　 　 本 重 禮 ・古 畑 哲 彦 ・福 島 修 司 ・石 塚 栄 一:転 移 の
　 　 あ る 腎 細 胞 癌 患 者 に お け る 腎 摘 除 術 の 適 否.泌 尿
　 　 奉己要 　25:237～242,　1979
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　(1986年10月9日 迅 速 掲 載 受 付)
